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   千代田区の主要な居住形態として定着しているマンションの良好な維持・管理

や適切な改修・建替えを推進し、良質な住宅ストックとしていくために、居住者

や管理組合等の自主的・主体的な取組みの支援を行うとともに、マンション居住

者と周辺地域とのコミュニティづくりを推進しました。 

 

（１）マンションの良好な維持管理の支援       １，６８５，９２５円 

                （当初予算額 ２，００７，０００円） 

項  目 実 施 内 容 

マンション相談の実施 

年間を通じて電話や窓口において相談を受けるほ

か、「千代田マンション交流会」と協力し、専門家に

よる個別相談会を定期的に行いました。  

●相談件数：７７件（窓口：２２件、電話：５５件） 

●個別相談会（会場：千代田区役所会議） 

 年１２回（毎月第３金曜日）開催 

相談件数：１０件 

※主な相談内容：マンションの建替え・大規模修繕・

防犯機器設置について等 

「マンション管理セミナ

ー」の開催 

主に管理組合やマンション居住者を対象に、マン

ションが抱える共通の問題をテーマに２回セミナー

を開催しました。 

●開催日：平成１９年５月２６日(土) 

会 場：千代田区役所1階区民ホール 

テーマ：「都心居住と集合住宅について」 

参加者：４４名 

●開催日：平成２０年３月１日(土) 

会 場：九段生涯学習館 

 テーマ：「マンションにとっての震災」 

 参加者：７７名 

１ 住 む  

～都心居住と魅力ある生活環境の創造～ 

Ⅰ　良好で快適なマンション居住への支援
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項  目 実 施 内 容 

「マンション通信ちよ

だ」の発行 

マンションの維持・管理やマンション生活に役立

つ身近な情報などを小冊子にして発行し、区内分譲

マンションの管理組合等へ配付しました。 

●発行回数：年３回（７月、１１月、３月） 

●発行部数：２，２００部、壁新聞３５０部 

●配付対象：管理組合３４５棟、千代田マンション

交流会会員４７名、賛助会員等 

マンション管理組合登録

制度の推進 

マンションの維持管理・修繕・建替えなどを継続的

に支援するため、各管理組合に登録をお願いしました。

登録組合に対しては、各種助成制度などの情報提供を

行いました。 

●平成１９年度新規登録：１５管理組合 

●平成１９年度末登録数：１８３管理組合 

千代田マンション交流会

への支援 

平成１６年１２月に管理組合相互の交流を目的に

発足した、「千代田マンション交流会」の活動を周知

するとともに、より多くの管理組合や区分所有者が

交流活動に参加できる環境づくりを支援しました。 

●会員数：９０会員 

（管理組合：４２名、個人：４７名、賛助会員：１名） 

●活動実績 

・毎月第３金曜日：役員会及び個別相談会開催 

・５月２６日：定期総会及び交流会開催 

 ・８月２７日：区議会企画総務委員会との懇談会 

・９月２９日、３０日：江戸天下祭への参加 

（マンション交流会ブース設置） 

・１０月２７日：富士見地区総合防災訓練 

・１１月１７日：和泉橋地区総合防災訓練 

（一部役員のみ） 

 ・１１月２３日：マンションフォーラム２００７ 

開催 

 ・１月２２日：連合町会長との懇談会 

・３月１日：マンションセミナー開催 

（当財団との共催） 
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（２）マンションの計画修繕・建替えの支援     １，５４８，０００円 

                （当初予算額 ５，０００，０００円） 

 

マンション計画修繕

調査費助成事業 

管理組合等が、マンションを良好に保全するため

に必要な長期修繕計画の作成に関して行った調査に

ついて、その費用の一部を助成しました。 

●平成１９年度助成件数：５件 

・ 秋葉原 （昭和６２年竣工  １５戸） 

・ 平河町 （昭和５４年竣工  １０戸） 

・ 駿河台 （昭和５０年竣工 １２０戸） 

・ 御茶ノ水（昭和５５年竣工 １８０戸） 

・ 御茶ノ水（平成１１年竣工  ５５戸） 

マンション建替え等

検討調査費助成事業 

マンションの管理組合等が、当該マンションの建

替え及び大規模改修を検討する場合に、必要な調査

等に要する経費の一部を助成するものですが、平成

１９年度は申請がありませんでした。 

 

（３）マンション居住者のコミュニティ推進と安全で安心な生活の確保 

                       ３，６７１，０８０円 

                （当初予算額 ４，６０１，０００円） 

       

マンション居住者や管理組合の相互交流の促進と併せて、マンション居住

者が町会などの地域コミュニティにスムーズに参画できるよう、「千代田マン

ション交流会」と連携して事業を実施しました。具体的には、マンション居

住者と周辺住民が一体となった防災訓練を実施しました。 

   また、マンションの防犯性を向上させるため、管理組合が防犯カメラシステム

やセンサー付ライトを設置する場合に、費用の一部を助成しまし、安全・安心ま

ちづくりを推進しました。 

●助成件数：１３件 

  

 

 

 

 

 

 

▲富士見地区 

総合防災訓練     
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地域でのまちづくりの動きに対し、相談やまちづくりアドバイザーの派遣、調

査研究費の助成を行い、初動期における事業の促進を図るものです。今年度は、

事業の具体化に向け、共同化等の事業母体への活動費の助成やプランづくり

への助成等を行いました。 

 

（１）共同建築等の促進              １，２３８，０００円 

（当初予算額 ５，２９４，０００円） 

 

①共同建築の推進 

   二人以上の土地所有者等が、共同で住宅を含む建物を建築する場合におい

て、初期段階での勉強会、具体的計画の作成支援など必要な支援を行い、事

業の促進を図るものですが、平成１９年度は共同建築のメリット、各種支援、

助成制度の紹介と相談はありましたが、具体的な新規案件には至りませんで

した。 

   ●相談件数：５件 

 

②まちづくりアドバイザーの派遣 

   共同建築、再開発、マンション建替え、既設建物の保全や活用等について、事

業の初動期にアドバイザーを派遣し、専門的、技術的側面から地権者等を支援し

ます。登録アドバイザーは現在３５名で、一級建築士、マンション管理士、再開

発プランナー等の有資格者です。 

●派遣件数：０件 

 

③まちづくりのための助成 

   地域でのまちづくりの芽を育て、事業を具体化するために、プランづくり

への支援助成、共同建築等の事業母体への活動経費等の助成を行いました。 

  ＜建替え検討プラン提供＞ 

住宅を含む共同建築や、地区計画区域内で住宅を含む建替えを考えている

土地所有者に対して、建築計画（平面図、立面図等）や資金計画などの検討、

さらに個別敷地単位の建替えから面的なまちづくりへつながるプランを提供し、

事業の具体化を図る誘導支援を行いました。 

   ●建替えプラン提供者：１件（九段北） 

＜再開発・共同建築等推進組織助成＞ 

再開発や共同建築等をめざす団体に対して、調査研究費等の一定の助成を

行いました。 

●再開発推進：１件（神田練塀町） 

●共同建築推進：１件（旧千桜小学校隣接地） 

Ⅱ　魅力ある居住・生活環境の整備・促進
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（２）リンケージ制度による誘導協力金の活用    ９，７３２，６７８円 

 （当初予算額        ０円） 

 

   リンケージ制度とは、千代田区住宅付置制度要綱等に基づき、大手町・丸の内・

有楽町地区（大丸有地区）等から、付置住宅を隔地住宅として神田地区（日本橋

川から東側）へ誘導する制度です。 

   事業者が大丸有地区等で大規模開発を行う場合には、千代田区と事業者との間

で住宅付置の事前協議が行われます。この協議において、リンケージ制度の合意

がなされたときは、事業者から開発協力金の１０％に相当する額が、誘導協力金

として当財団に拠出されます。 

この誘導協力金については、神田地区に限定して使用することが定められ

ており、この一年その使途について検討を行ってきました。その結果、当面

秋葉原ＴＭＯへの支援に一部を使用することとし、「誘導協力金取扱規程」を

整備しました。平成２０年度も引き続き、その使途について検討を深めてい

きます。 

 

[誘導協力金] 

平成１９年度末受入額累計 ８２，９４０，０００円 

平成１９年度使用額 ９，７３２，６７８円 

平成１９年度末残高 ７３，２０７，３２２円 
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千代田区内の商店街や各種業種別団体の活動に対し、集客力の向上、地域の活性

化を図るために様々な支援を行いました。 

また、千代田区と連携し、５００円ワンコイン・ドリーム事業（消費生活支援事

業）のうち、懸賞はがきキャンペーン事業と事業周知を、区からの受託事業として

実施しました。 

 

（１）商店街等の活動に対する支援                ６，８１９，１０６円 

               （補正予算額 ２２，６２０，０００円） 

 

①商店街等活性化企画立案補助               

 

商店街や事業組合等の活性化に向けて、調査・研究等の自主的な取組みを行う    

団体に対して、事業経費の一部を補助しました。 

 

事業・団体名 内   容 

神田・土日市研究会 

（神田駅西口商店街 

  振興組合） 

 研究グループが“土曜日、日曜日の神田に集客を！”

を合言葉に、平日の賑わいに対し、土・日の来街者の激

減を食い止めることができるかを検証しました。 

・実施日：１０月６日、７日 

道路環境研究会 

（神田駅西口商店街 

  振興組合） 

 年数を経て、ガムや油汚れで景観が損なわれてきた商

店街のカラー舗装道路を、高温高圧洗浄機で汚れを除去

し、美しい道路を維持して集客を増加させました。 

 ・実施日：４月２２日、６月１６日、７月２１日、 

  ８月２５日、９月２２日、１１月２４日、 

  ２月２３日 

情報通信による地域 

活性化研究会 

（半蔵門通り商店会） 

 研究会が、商店会ＨＰのバージョンアップを行い、ユ

ーザーの利用しやすいホームページとしました。このこ

とによりアクセス数が増加し、さらにＱＲコードを設定

したことで携帯電話からのアクセス数も増えて、商店会

の活性化が図られました。 

 ・実施期間：１０月～１２月 

２ 働 く 

～企業・商店街の活性化と地域産業の振興～ 

Ⅰ　区内企業・商店街などの活性化推進
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神保町ﾌﾞｯｸﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

活性化研究会 

（神田すずらん通り 

商店街振興組合） 

 商店街が実施するイベントを小冊子で紹介することに

より来街者が増加し、周辺商店街の活性化が図られまし

た。 

 ・実施期間：８月～１０月 

神田雪だるまフェア 

活性化調査研究会 

（神田雪だるまフェア

実行委員会） 

 神田雪だるまフェアを開催するにあたり、来街者の 

アンケート調査を行いました。また、ＮＴＴの協力を得

て、街の様子をリアルタイムで把握できるモニターを靖

国通りに設置し、来街者の流れを把握して効率のよい販

売方法を研究しました。 

 ・実施期間：１月２５日～２７日 

 

②業種別団体活性化支援制度             

  

   同業種団体等が組織強化及び地域の賑わいを図るために行う事業に対して、

経費の一部を補助しました。 

 

事業名・団体名 内    容 

青果物サービスデー 

（大東京青果物協同組合

千代田支部） 

 毎週金曜日「消費者サービスデー」を実施し、消費者

が５００円の買物をする毎に、専用カードにスタンプを

押印し、２０個たまると１，０００円分の割引サービス

を提供しました。 

 ・実施期間：４月～３月 

精肉サービスデー 

（食肉衛生協同組合） 

 毎週金曜日「消費者サービスデー」を実施し、消費者

が５００円の買物をする毎に、専用カードにスタンプを

押印し、１０個たまると５００円分の割引サービスを提

供しました。 

 ・実施期間：４月～３月 

鮮魚サービスデー 

（東京魚商業協同組合） 

 毎週金曜日「消費者サービスデー」を実施し、消費者

が５００円の買物をする毎に、専用カードにスタンプを

押印し、１０個たまると５００円相当の商品と引き換え

るサービスを提供しました。 

 ・実施期間：４月～３月＾ 

神田スポーツ祭り 

（神田スポーツ店 

     連絡協議会） 

 神田小川町のスポーツ店が合同で、来街者に楽しみ

を提供するため、靖国通りでのワゴンセールや抽選会、

小川広場でのインラインスケートパーク、スラローム

大会、無料講習会等のイベントを開催しました。 

 ・実施期間：１０月２６日（金）～２８日（日） 
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岩本町・東神田 

ファミリーバザール 

（同実行委員会） 

 品質の良い紳士服や婦人服等の衣料品や日用雑貨品を

消費者に格安で販売するバザールを開催しました。 

なお、開催に際して、財団の懸賞はがきキャンペーン

事業への参加を得ました。 

 ・実施期間：１１月３０日～１２月２日、 

１２月７日～９日 

千代田観光まちづくり

事業 

(千代田区商工業連合会) 

 観光産業の強化を目的として、千代田区観光協会や東

京商工会議所等と連携し、区内経済の活性化のため、「千

代田さくら祭り」のガイド小冊子を作成しました。 

 ・実施期間：１２月～３月 

 

③中小企業団体助成（補助金は区から支給）              

 

中小企業団体が実施した区内商工業の発展及び振興に寄与する事業に対し交

付される、区補助金の審査業務を実施しました。 

 

団体名 内     容 

千代田区商店街連合会 
 千代田区商店街事業に対し、財団が補助金交付申請を

受け、書類審査を行いました。 

千代田区商工業連合会 
千代田区商工業事業に対し、財団が補助金交付申請を

受け、書類審査を行いました。 

古書店連盟 
神田古本まつりに対し、財団が補助金交付申請を受け、

書類審査を行いました。 

 

④商店街装飾灯補助                 

  

商店街が設置し維持管理している装飾灯の電気料金の一部を補助しました。 

 神田白山通り商愛会をはじめ１４商店街が支援対象となりました。 

 

⑤賑わいまちづくり支援（補助金は区から支給）       

 

商店街（会）や業種別団体等からの意欲的な事業提案を受け、その導入を支援

するもので、事務手続きを仲介しました。麹町通り商店会をはじめ２７事業が支

援対象となりました。（イベント事業：２１事業、活性化事業：６事業） 

 

⑥商店街等防犯設備の整備補助制度（補助金は区から支給）       

 

商店街等が防犯カメラを設置する場合に費用の一部を補助する制度で、秋葉原

地区で防犯カメラ設置が検討されましたが、実施には至りませんでした。 
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⑦空き店舗活用支援                    

 

   空き店舗により商店街の賑わいなどが損なわれないよう、その活用に対して支

援を行うもので、神田古書店連盟が古書店街コンシェルジュとして活用しました。 

 

⑧ジョブインターシップ支援                 

 

 区内商工団体と大学との交流・連携を促進するため、ジョブインターシップ実

施の仲介・調整を行いました。３社、５名の実績がありました。 

 

（２）５００円ワンコイン・ドリーム事業（消費生活支援事業）の実施 

２１，６９３，８０６円 

               （補正予算額 ２１，３００，０００円） 

 

 ①スタンプカード事業 

  区からの受託事業として、スタンプカード事業（次世代育成・高齢者支援）の

ポスター・チラシや「利用の手引き・取扱加盟店一覧」の小冊子を作成し、事業

の周知に努めました。また、環境問題啓発の一環として、簡易包装の励行やレジ

袋の削減などを加盟店に協力依頼しました。 

 

②懸賞はがきキャンペーン事業 

   消費の拡大を図り、区内商店等を活性化させるため、豪華賞品の当たる懸賞は

がきキャンペーン事業を実施しました。 

   

●加盟店への懸賞はがき 

販売枚数 

 

 

 

   ●懸賞はがき応募総数： ６７，２４３通 

 

   ●当 選 者 

 

 

 
      ※５００円の金券が当たるスクラッチ付きはがきの換金枚数：２，０８７枚 
 

 

 

 

 

 

 

                     ▲ワンコイン・ドリームロゴマーク 

一般用   ６７，２７２枚 

商店街ＰＲ用   ２６，０００枚 

スクラッチ付き  １７５，０００枚 

  合 計  ２６８，２７２枚 

１０万円コース（旅行券、液晶テレビほか）  １０４名 

１万円コース（食事券、空気清浄機ほか）  ６００名 

        合  計  ７０４名 
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（１）産業クラスター育成                 ７０７，９３５円 

  （当初予算額 １，７６１，０００円） 

 

千代田区の持つ優位性を最大限に活かし、ＩＴ関連技術をテコとして千代

田区らしい産業クラスターの形成促進を検討しました。 

実際には、ホームページ活用支援プロジェクトとして、区内の各業種組合、

商店街等のホームページの改善・活用のサポートを実施しました。 

 

項  目 実 施 内 容 

ホームページ活用支

援プロジェクト 

ホームページを持っているがリニューアルをしたい

（若しくは新たに作ろうとしている）区内の業種団体、

商店街、産業関連団体を対象に、財団職員が講師とな

り、個別診断、全体研修、情報交換会やフォロー作業

を行いました。 

また、Webインターン受け入れプログラムと連携し

て、参加団体のホームページの新規作成の支援を実施

しました。 

実施期間：３月３日～３月１４日 

参加団体：６団体（商店街５、業種組合１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ホームページ活用支援プロジェクト 

Ⅱ　地域産業の振興のための支援
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また、区内中小企業および企業団体の情報発信能力等の向上を目的として、

オープンセミナーを開催しました。 

 

項  目 実 施 内 容 

オープン 

セミナー 

みんなで考えるWeb2.0時代の情報発信と企業戦略を中心

テーマに、学識経験者ならびに先進的な企業の実務責任者を

迎えセミナーを開催しました。 

年３回開催／参加：１５６名 

（内訳） 

●開催日：平成１９年１０月３０日（火） 

会 場：千代田プラットフォームスクウェア 5 階 

  テーマ：「みんな力 お客を味方につける秘訣を大公開」 

  講 師：新井範子氏（専修大学経営学部教授） 

参加者：５１名（区内企業：２２名） 

●開催日：平成１９年１１月２７日（火） 

会 場：千代田プラットフォームスクウェア 5 階 

  テーマ：「ちよだにサンプルラボの仕掛け人がやってくる」 

  講 師：松下昌示氏（株式会社メル・ポスネット） 

参加者：５２名（区内企業：２０名）  

●開催日：平成２０年２月１９日（火） 

会 場：千代田プラットフォームスクウェア 5 階 

  テーマ：「小さなお店の“ホームページをトップセールスマ

ンにする方法”教えます」 

  講 師：横張正巳氏（株式会社フォーバル） 

参加者：５３名（区内企業：４２名） 

フォローアップ

セミナー 

ホームページを持っているものの、有効に活用しきれてい

ない区内企業のホームページご担当者を対象に、尐人数制の

セミナーを開催しました。 

各回とも、①事前診断、②一日目（基礎講座）、③個別フ

ォロー作業、④二日目（成果報告）のスケジュールで実施し

ました。 

年３回開催／参加：８社 

（内訳） 

第１期（12月14日～1月22日）３社 

第２期（1月22日～2月5日） ３社 

 第３期（2月5日～2月15日） ２社 
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             ▲オープンセミナー 

 

 

（２）ＳＯＨＯ事業者やベンチャー企業の育成 

 

   プラットフォームサービス（株）をはじめ、千代田区の地域特性を活かし

た産業振興を行う事業者との連携の可能性を探るとともに、引きつづきＳＯ

ＨＯ事業者に対する支援などを行いました。 

プラットフォームサービス（株）では、近隣に３か所目のアネックス（別

館）をオープンし、周辺中小ビルの空室の活用を行いました。ちよだプラッ

トフォームスクェアオープン３周年記念イベントでは、当財団の後援により

区内のインキュベーション施設連携についてのセミナーが開催されました。 

   また、東京都中小企業振興公社との連携を深めるため、相互に訪問し理解

を深めるとともに、意見交換を行いました。その結果として、ちよだプラッ

トフォームスクェア入居者に対して、都公社と連携して公社発行の月刊ＰＲ

冊子の配付を、試験的に開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ちよだプラットフォームスクウェア    ▲第３アネックス 
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（３）まちづくりハウス“アキバ”跡地の活用 

                          ０円 

（当初予算額 １，２５９，０００円） 

 

家電・ＩＴの産業集積地である秋葉原にある、まちづくりハウス“アキバ”

の跡地活用については、平成１８年度から民間ノウハウを導入した活用に向

け、事業者選定委員会を設置するなど検討を進めてきました。しかしながら、

土地を所有する千代田区自らが検討を行うこととなり、当財団による活用検

討は終了しました。 
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（１）観光サポーターの育成・支援           ２，３２６，７１２円 

                     （当初予算額 ３，８８８，０００円） 

 

平成１９年度は、創作観光メニューのテーマ別に３つの部会に分かれて活

動を行い、地域の方々と協力しながらまち歩きを中心に観光まちづくりを実

施しました。また、観光サポーター育成のためのセミナーも開催しました。  

 

〔主な事業内容〕 

テーマ 実 施 内 容 

まち歩き 

（ガイドツアー） 

・大江戸絵巻を歩く 

・神保町ガイドツアー(２回) 

・学生社会科体験ツアー 

・日比谷公園界隈ガイドツアー 

・神田うまいもんツアー(２回) 

・江戸下町歩き    

・スポーツと食ツアー 

・駅からハイキングの観光ガイド  等 

イベント・祭り 

・納涼の夕べ(運営) 

・食の祭典(企画・運営) 

・江戸天下祭(観光ガイド、野点) 

・さくらまつり(観光ガイド、観光グッズの販売) 

商品づくり ・大江戸御膳弁当 

育成セミナー 
・「地域資源の活用とイベントづくり」 

  講師：二瓶長記氏 

 

 

 

 

Ⅰ　産業観光等の推進

３ 楽しむ 

～産業観光を通した楽しみと賑わいの創出～ 
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    ▲江戸下町歩き 

 

 

                        ▲大江戸絵巻を歩く 

 

 

（２）江戸天下祭実行委員会事務局の運営     ※事業費は実行委員会会計 

 

千代田区の秋の文化芸術事業の一環として位置づけられ、隔年で実施している「江

戸天下祭」の実行委員会事務局を運営しました。 

 「江戸天下祭」は、江戸開府以来の文化・伝統を継承・発展させ、全国との交流を

図るために開催しました。 

 さらに「江戸天下祭」を通じて、国内外に千代田区の魅力を発信し、地域、企

業、行政等が連携しコミュニティの活性化や商工振興、観光資源の掘り起こしな

どを行い、活力のある地域社会の創造に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宵宮順行 
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〔実施内容〕 

※ちよだ蚤の市(９月３０日、東京国際フォーラムで予定)は雨天のため中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             ▲江戸フェスティバル 

項  目 実施日 実施場所 来場者数 

江戸フェスティバル 
９月２９日 

～３０日 
日比谷公園 91,000人 

山車・神輿順行（宵宮） 

９月２９日 

（ １ ６ 時 出

発） 

日比谷公園～

皇居前広場 
101,000人 

山車人形・神輿・山車の展示 
９月２５日 

～３０日 

丸ビル・マル

キューブ 
40,000人 

（付帯イベント） 

江戸登城ウォーク 

皇居ロードレース大会 

大江戸 

フットサルフェスティバル 

朝鮮通信使シンポジウム 

太田道灌シンポジウム 

太田道灌公追慕の碑除幕式 

太田道灌ウォーク 

 

９月２９日 

９月３０日 

8月26日及び 

9月8日、23日 

９月３０日 

９月２５日 

９月２５日 

９月２５日 

 

都内各所 

皇居外周 

区立スポーツ

センター 

日比谷公会堂 

丸ビルホール 

平川門付近 

都内各所 

 

1,500人 

684人 

 

760人 

2,000人 

350人 

50人 

150人 

来場者合計   237,494人 
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（１）千代田区さくら基金の管理           １１，２３６，０００円 

                    （当初予算額 １２，０００，０００円） 

 

千代田区には千鳥ヶ淵沿道をはじめとする全国有数のさくらの名所があり、

そのさくらの数は約３千本といわれています。しかしこの桜も、老朽化や環

境の変化により樹勢が衰えているのが現状です。 

そのため、千代田区では、「区の花さくら再生計画」に基づき「さくら基金」

を設置しました。 

 この基金の管理を行い、区内のさくら管理者、ＮＰＯ・ボランティア団体

に対して助成を行いました。なお、助成対象者の募集、選定、助成額の決定は、

千代田区が行っています。 

  ●平成１９年度末さくら基金の残高 

公益信託さくら基金残高：１０，７８８，２４２円 

金銭信託さくら基金残高：２６，６１６，７７８円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲さくらまつりにおけるさくら基金募金活動 


